
■読みやすさが面白さに
　ハンガリーの大学生だった２００７

年、村上春樹の「羊をめぐる冒険」の

ハンガリー語訳が出版され、読んで

みて面白いなと思ったことが、村上

文学を研究する動機になりました。

読みやすかったことが、面白さに結

び付きました。

■「村上ワールド」の魅力
　二つあります。一つ目は外国人に

は読みやすい文体であることです。

春樹は、最初に英語で書き起こして、

日本語に置き換えていくという翻訳

文体が特徴です。このため、自分の

叔父のことは、日本語なら「叔父」と

いう言葉で表しますが、春樹の作品

では、叔父が「彼、彼」という言葉に

なって紡がれます。英語では、叔父

のこともＨｅ（彼）と表現しますから、

日本人には難解でも外国人には普通

に読めるのです。

　二つ目は比喩表現の巧みさです。

例えば、上から目線の怖い感じの話

し方を、春樹は「手袋で机の上のほこ

りを払うようなしゃべりかただった」

と形容します。このうまさは春樹な

らではです。もう一つ付け加えると、

物語の面白さの裏側に、深いテーマ

を散りばめたストーリー構成も春樹

作品のだいご味です。

■キーワードは「魔術的リアリズム」
　現実的な要素と非現実的な要素を

織り交ぜて、合理的ではない離れた

視点から、合理主義の現実を捉え直

す手法です。欧米では、文学研究に

広く用いられてきたキーワードで、

私は春樹文学に出合ったことで、彼

の作品の特徴である魔術的リアリズ

ムを追究するようになりました。

■研究から見えてきたこと
　日本と海外の読者によって魔術的

リアリズムの捉え方が異なってくる

ことです。例えば、「海辺のカフカ」

という作品には、別世界を行き来す

る生き霊が登場します。海外の読者

から見ると、生き霊は合理主義と離

れた感覚ですが、日本の読者からす

ると、お盆には先祖の霊が帰ってく

ると言い伝えられているように、生

き霊は、日常の合理主義の範囲でも

あります。読者の視点を意識すると、

英語と日本語で論文は異なってきま

す。

■研究のだいご味と難しさ
　文学作品は、読み方の視点を変え

るだけで、調べることがたくさん出

てきます。毎日、新しいことを勉強

できるのがだいご味です。難しさは、

共同研究ができる理系と違い、文学

研究は一人だということ。行き詰

まったときも、自分一人で乗り越え

ないといけませんからね。

■これからの夢
　日本で学んできた研究成果を母国

（ハンガリー）に還元することです。

将来的には、ハンガリー語で春樹作

品を含めた日本文学のことを紹介す

るのが夢です。もう一つは、「コンビ

ニ人間」で芥川賞を受賞した村田沙耶

香さんら日本の女性作家にも興味が

あり、春樹作品以外にも研究領域を

広げていきたいと思っています。
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1.『海辺のカフカ』（2002）
　「僕らの責任は想像力の中から始まる。」15歳の主人公は、
父親にかけられた呪いから逃れるために四国に渡る。夢と現
実の境界線が曖昧な物語世界に猫と話せる老人や生き霊な
ど、村上ワールドの不思議な登場人物たちが次々に登場す
る。読者の想像力をかき立てる一冊。

2.『羊をめぐる冒険』（1982）

3.『女のいない男たち』（2014）

　「鼠三部作」の第3部に当たる長編小説。アメリカでは村上
春樹のデビュー作となり、広く知られている。ハードボイルド
探偵小説を想起させるようなストーリーで、初期の村上春樹
作品の魅力を味わえる一冊。

　恋愛をテーマにした近年の連作短編小説集。中には昨年
映画化された「ドライブ・マイ・カー」も収録されており、幻想
的な作品が苦手な読者にお勧め。


